
雑
草
防
除
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
除
草
剤
の
仕
組
み
と
水
管
理

　
除
草
剤
は
、
溶
け
だ
し
た
有
効
成
分

が
数
日
か
け
て
土
壌
表
面
に
薄
い「
処

理
層
」を
作
り
、
こ
の
層
に
雑
草
の
芽

な
ど
が
触
れ
る
こ
と
で
除
草
効
果
を
発

揮
し
ま
す
。

　
処
理
層
は
少
し
ず
つ
分
解
さ
れ
る
た

め
、
い
ず
れ
は
除
草
効
果
が
な
く
な
り

ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
長
持
ち
さ
せ
る

た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
除
草
剤
を
散
布
す
る
時
は
、
苗
を
水

没
さ
せ
な
い
範
囲
で
水
深
を
深
く
保

つ（
５
㎝
以
上
が
目
安
）

○
田
面
が
露
出
し
な
い
よ
う
に
水
を

し
っ
か
り
張
り
、
水
口
と
水
尻
を
閉

じ
る

○
除
草
剤
散
布
後
１
週
間
は
、
原
則
と

し
て
田
面
が
露
出
し
て
も
入
水
・
落

水
は
し
な
い

○
処
理
層
を
壊
さ
な
い
よ
う
、
圃ほ

場じ
ょ
う

に

は
入
ら
な
い

　
２
．
防
除
時
期
の
注
意
に
つ
い
て

　
雑
草
も
イ
ネ
と
同
じ
様
に
、
葉
の
枚

数
で
成
長
度
合
い
を
示
し
ま
す
。
こ
れ

を「
葉
齢
」と
い
い
ま
す
。

　

除
草
剤
に
は「
殺
草
葉
齢
限
界
」と

い
っ
て
、
除
草
剤
ご
と
に
防
除
で
き
る

雑
草
の
最
高
葉
齢
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

雑
草
が
大
き
く
育
ち
す
ぎ
て
い
る
と
、

充
分
な
除
草
効
果
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
初
中
期
一
発
除
草
剤

「
バ
ッ
チ
リ
」や「
ア
ッ
パ
レ
Ｚ
」の
場

合
、「
バ
ッ
チ
リ
」は
ノ
ビ
エ
2.5
葉
期

ま
で
、「
ア
ッ
パ
レ
Ｚ
」は
ノ
ビ
エ
3

葉
期
ま
で
除
草
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
が
、

こ
れ
を
超
え
る
と
充
分
に
効
果
を
発
揮

で
き
ま
せ
ん
。

　
左
の
図
を
参
考
に
、
雑
草
の
葉
齢
を

確
認
し
、
適
期
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、同
じ
名
前
の
除
草
剤
で
も「
フ

ロ
ア
ブ
ル
」「
粒
剤
」「
ジ
ャ
ン
ボ
剤
」

な
ど
薬
剤
の
形
状
に
よ
っ
て
使
用
適
期

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
使
用

の
際
は
、
必
ず
ラ
ベ
ル
を
お
読
み
く
だ

さ
い
。

 

営営 農農 情情 報報

葉齢の数え方(ノビエの場合)

自ら経営する楽しさ

　今浜町にある５棟の温室で電照菊を育て、
年間35万本もの出荷をしている寺田さん。「自
分で経営をしてみたい」という思いから就農し、
今年で22年目になるそうです。
　綺麗に咲いて、長持ちする菊を育てるため、
虫よけネットをかけたり、消毒をしたり、天気
予報を見ながら電照や温度の管理をしたりと、
１年中大忙しです。
　寺田さんは「菊は思い通りの時期に咲かない
事もありますし、自ら喋らないので、どのよう

に世話をすればいいか色々考えさせられます。
でも、無事に花が咲けば嬉しくなりますし、菊
を買った人に『寺田さんの菊は長持ちするね』
と言って貰えると喜びもひとしおです」と笑顔
で話します。
　最後に寺田さんは、新しく農業を始める方
に「仕事として農業を営むには、覚悟が必要で
す。でも、自分で販路を作ったり、経営したり
するのは楽しいですよ」とエールを送りました。

今月の農家さん

守山市今浜町

寺
て ら

田
だ

 彦
ひ こ

次
じ

郎
ろ う

さん(51才) 
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